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学校力向上の具体的取組
～地域・企業連携によるキャリア教育の取組～

北海道富良野緑峰高等学校

学 級 数 12

（校長 新山 雄士）

１ はじめに

本校は、第一次産業、第二次産業、第三次産業それぞれの代表である農業、工業、商

業について学ぶことのできる職業学科集合型の専門高校である。それぞれの産業が関連

し経済活動が成り立っていることを一つの学校で実践的に学ぶことのできる非常にユニ

ークな学校である。平成27年度から３年間、「小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事

業」の研究指定を受け、小中高が連携しながら、富良野市をはじめ地元企業の支援を受

け、体験的な学習や職業体験、キャリア講演会等を実施するなど、地域の人材や教育資

源を効果的に活用し、ふるさと富良野に愛着をもち、地域社会に貢献できる人材育成を

目的とした取組を行った。また、「U-18未来フォーラム事業」の研究指定も受け、海外

との交流を通して、ふるさとのよさを見つめ直し、ふるさとの課題解決に向けて積極

的に取り組む人材の育成を目的とした取組も行った。

これらの研究指定から得られた成果をもとに、本年度は地域及び企業とより密接に連

携したキャリア教育に発展させ、学校力の向上に取り組んだ。

２ 実践の概要

(1) キャリア教育の全体計画

本校のキャリア教育の全体計

画は、右の図に示したとおりで

ある。

全体計画を立案するに当たっ

ては、学校教育目標を踏まえつ

つ、生徒の実態やキャリア発達

上の課題を把握し、育成すべき

資質・能力を重点化した上で、

キャリア教育の目標を設定する

ように留意している。

この全体計画は、主幹教諭（進

路指導部長）を中心に策定し、

年度当初に本校のキャリア教育

の取組について教職員間で共有

するとともに、生徒や保護者、

地域の方々とも共有し、目標の

実現に向けて取組を推進するた

めに活用している。

各教科・科目等や進路指導に

おけるキャリア教育はもちろん

のこと、インターンシップをは

じめ、各学科を中心に地域や企

業と連携したキャリア教育を積

極的に行い、学校の教育活動全

体を通してキャリア教育に取り

組んでいる。
＜図：緑峰高校キャリア教育全体計画＞
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（2）各学科における取組

ア 園芸科学科の取組

(ｱ) 食育活動

富良野市内の幼稚園児や小学生を対象に

した食育活動を本校生徒が講師となり行っ

た。幼稚園児を対象にタマネギ栽培（定植、

観察、収穫）の指導、小学生を対象にジャ

ガイモ栽培（定植、観察、収穫、調理）の

指導を行った。

ＪＡふらの青年部と連携し、ご当地グル

メのオムカレーを小学生と一緒に調理した。

(ｲ) 地域の飾花活動と草花交流

本校生徒が播種・育苗した花壇苗によるプランター設置等を、駅前やホテルの

建ち並ぶ北の峰地区に設置し、地元の観光シーズンを飾った。

グループホームを訪問し、本校で栽培した花やドライフラワーを用いながら、

地域の高齢者の方々と交流を行った。

(ｳ) 企業と連携した商品開発

本校で生徒が生産したサツマイモやメロ

ンを原材料としたお菓子の商品開発を地元

の会社と連携して行い、販売も行った。

富良野でワイン製造を行っているブドウ

果樹研究所からワイン製造過程で出るブド

ウの搾りかすを利用したパン製造を行った。

日糧パンと「オムカレー風パン」の商品

開発を行い、全道で56,000個販売した。

(ｴ) 「オムカレー」普及活動

地域の富良野オムカレー推進協議会と連

携し、地元のスーパーやイベント等でご当

地グルメ「オムカレー」の提供を行い、普

及活動を行った。

(ｵ) 販売会

本校で生徒が作った野菜や花等を本校や

地域イベントで販売した。また、生徒がグ

ループに分かれ、訪問販売等を行った。

イ 電気システム科の取組

(ｱ) プログラミング・電子工作教室

一般社団法人富良野デザイン会議暮しス

テーションと連携し、ふらのみらいらぼ20

19「はたらく人になって2019～ICTエンジ

ニア～」第１回ワークショップに本校生徒

が講師として参加し、小中学生、大人を対

象にrduinoと電子回路を組み合わせて「バ

ス表示灯」を再現した。また、「U-16プロ

グラミングコンテスト」でも講師を務めた。

＜食育活動の様子＞

＜商品開発の様子＞

＜オムカレー普及の様子＞

＜ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ・電子工作教室の様子＞
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(ｲ) 電気電子技術体験教室

本校生徒が講師となり、小中学生を対象

に電気工事（屋内配線工事）、電子制御（マ

イコン制御）の体験教室を実施した。

(ｳ) 電気工事体験交流会

道北電気工事業協同組合青年部富良野支

部と連携し、「電気工事体験交流会」を本

校で実施した。電気工事士としての重要な

スキルや必要な資格等についての講義の後、

金属管の曲げ作業、高圧電線の接続作業の

実技講習を受講した。特に学校ではできな

い外線工事は、生徒にとって貴重な体験と

なった。

(ｴ) 冬休み親子製作教室

工業クラブ主催の親子工作教室を開催し

た。小学校３年生までは、２つのモーター

で動き回るチョロチュウメカの本体、４年

生からは本体に加えてコントローラーボッ

クスの製作も行った。

ウ 流通経済科・情報ビジネス科の取組

(ｱ) 企業視察研修

富良野商工会議所と連携し、富良野市の

助成金を活用して、富良野市内の企業 （オ

サダ農機、新富良野プリンスホテル、ふら

のジャム園有限会社共済農場）への視察研

修を行った。

(ｲ) 商品開発

菓子店と連携し、地元食材のトマトや牛

乳を使用した中華まんを開発した。開発に

当たり、食材を作っている農家を訪ねて、

原材料に対する学習を深めた。また、地元

キャラクターを採用した中華まんにするた

めにふらのまちづくり株式会社と生徒が協

議を進めた。

完成した商品は、「高校生チャレンジグ

ルメコンテスト」に参加して、７部門中３

部門を受賞した。地元のイベントにおいて

も商品を提供することとなった。

(ｳ) 地元イベントへの参加

富良野商工会議所等と連携し、地元イベ

ト「ふらのパンスイーツフェア」や「ふら

のワイン祭り」に参加し、商品販売や「ワ

インレディ」としてブドウ踏みを行い、イ

ベントを盛り上げた。

＜電気工事体験交流会の様子＞

＜冬休み親子教室の様子＞

＜企業視察研修の様子＞

＜チャレンジグルメコンテストの様子＞



- 4 -

別紙１

(ｴ) 英語科の取組

夏季休業期間中に、全校生徒からボラン

ティアを募集し、富良野駅にある商工観光

課の観光デスクで富良野を訪れた外国人に

対し、英語による観光案内を実施した。

(ｵ) インターンシップ

富良野商工会議所、富良野市教育委員会

の協力を得て、実際に企業で、３日間のイ

ンターンシップを行った。将来の職業選択

や自己の適性を見極めることを大きな目標と

して実施している。

(ｶ) 合同課題研究発表会

各学科で科目「課題研究」に取り組み、

地域の課題解決に向けた研究活動を行って

いる。昨年度まではその研究成果を各学科

内のみで発表していた。今年度からは３学

科合同での発表会とし、それぞれの産業の

地域課題を知ることで、生徒が自己の研究

に還元できるようにした。また、この発表

会には、全校生徒をはじめ富良野市教育委

員会、市内中学校、学校評議員、地元の老

人で構成されている「ことぶき大学」の方

々約65名を招き、外部からの評価を得ると

ともに、高校生が地域の課題の解決に向け

て学習していることを知ってもらうよい機

会とした。

４ 成果と課題

○ 農業・工業・商業の３学科で地域の課題に

目を向け、様々な企業等と連携をした取組を

行うことができた。その中で、生徒の自己達

成感・自己有用感・地域課題解決能力・コミュ

ニケーション能力が向上した。

○ 生徒のふるさと富良野に対する興味・関心が高まり、積極的に地域のイベントに気

軽に参加し、自ら課題解決に向けて取り組むことができるようになった。また、市内

への就職率が昨年度の29.5％から40．4％に向上した。

○ 地域との連携がより深化し、地域とともに生徒を育てるという環境が構築され、学

校と地域がより密接に連携することで学校力の向上が図られた。

● 今後、ポートフォリオ等（①学習前の考え《診断的評価》、②学習中の考え《形成

的評価》、③学習後の考え《総括的評価》、④学習後の考え《自己評価》）を利用し、

生徒が自分の意識の変容を自覚できるように工夫する必要がある。

● 現在、主幹教諭が地域連携コーディネーターの役割を担っているが、更に地域の教

育資源の活用を進めるため、学科間・教科間・分掌間の連携を図る体制づくりを行う

必要がある。校内研修等を実施し、地域連携の指導方法や評価の在り方について教

職員一人一人の指導力向上を図り、学校力向上につなげたい。

● 地域連携に伴う「生徒の移動手段の確保」「教職員の対応」等の課題解決に向けて、

地域の関係機関や市教委と協議を継続する必要がある。

＜観光ボランティアの様子＞

＜インターンシップの様子＞

＜合同課題研究発表会の様子＞


